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This preliminary study focuses on English learners  ability to hear phonetically weak 
sections of a sentence, especially function words.  Based on an examination of students  
transcriptions and test scores, this study suggests that the ability to hear specific words 




























































2-2. 教材と授業の進 め方 
 テキストには、BBCのニュースが収録されたBBC - Understanding the News in English 10
















     The number of people out of work in the UK has risen to its highest level since 1994.  
It went up by 27,000 in the three months to the end of January to 2.53 million.  And a new 
report suggests that the rate of growth in the economy will slow during the rest of this year.  
But new jobs are being created and most of them are being taken by men, er, over the age of 
fifty, as our economics editor, Stephanie Flanders, explains now.  
 （2011 年 3 月 16 日放送の BBC のニュースより） 
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答案用紙にはトランスクリプトの下線部以外を印字し、下線部のみ聴き取ってもらった。
聴き取り箇所は大きく二つに分かれ、それぞれ、連続する 12 語と連続する 15 語とした。






担を考慮し、試験時間は 60 分とした。学期末試験の受験者は 24 名で、満点 54 点に対し
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 助動詞の has は文中で[h]が聞こえにくく、母音が弱い[ə]となるため、似た音形の is に
置き換わりやすくなる。今回の試験でも、is と書き取った学生がもっとも多く、当該学
生 9 名の平均得点（31.6 点）はクラス全体の平均得点と一致した。細かな数値の一致は
偶然であるが、has を is で置換した学生のグループは、このクラスの受講者の標準的な
習熟度を示していると考えられる。
 以下、has と書き取った者、is と書き取った者、当該箇所が脱落した者を中心に、グ
ループごとの平均得点を示す。カッコ内には、得点分布を「最少得点〜最多得点」の形
で示し、該当者の人数を付す。なお、該当する個人の得点が 27 点（満点の 50％）未満
の場合は＊で代える（以下同様）。
has  38.0 点（＊〜51、データ数：6） 
is   31.6 点（＊〜39、データ数：9） 
is the  29.5 点（28〜31、データ数：2） 
the   28.0 点（28、データ数：1） 
脱落  27.3 点（＊〜33、データ数：4） 
（このほか、後の risen と一体化した present、increased が各 1 名、平均得点：25.5 点） 
平均得点を見ると、has と書き取ったグループがもっとも高く、is と書き取ったグルー










its  41.8 点（34〜51、データ数：4） 
the  31.1 点（＊〜44、データ数：14） 
is   28.0 点（28、データ数：1） 
a   ＊点（＊、データ数：1） 
脱落  27.7 点（＊〜33、データ数：3） 




相当すると考えられる。また、its と書き取った学生は、構造的に the を選択しても問題
がない環境で its を選択していることから、習熟度がかなり高い学習者であると言える。






はなかったようだ。UK の同定には 24 名全員が成功しているが、そのうち定冠詞を書き
取った学生は 14 名、冠詞が脱落した学生は 6 名であった。
in the UK 
the  34.5 点（＊〜51、データ数：14） 
a   34.0 点（34、データ数：1） 
脱落  30.5 点（28〜34、データ数：6） 
（このほか、前の work と一体化した working が 3 名、平均得点：19.7 点） 
平均得点では、定冠詞を書き取った学生と脱落した学生には 4 点の差が見られた。この
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詞が現れる in the economy についても、よく似た結果が出ている。
in the economy 
the  33.0 点（＊〜51、データ数：13） 
be   34.0 点（34、データ数：1） 
脱落  29.1 点（＊〜33、データ数：9） 
（このほか、前の in と一体化した and が 1 名、34 点） 
この the についても、正しく書き取った学生と脱落した学生の平均得点の差はおよそ 4
点であった。これら二つの the に共通して見られる傾向から、定冠詞の聴き取りの成否
と習熟度には何らかの相関性があると推測できる。
 なお、今回の試験に含まれるもう一つの the は直後に that が続いている。そのため、









the rest of this year 
of   36.5 点（28〜51、データ数：12） 
脱落  25.9 点（＊〜34、データ数：9） 
（このほか、to、in、and が各 1 名、平均得点：29.3 点） 
データ数を見ると、of を正しく聴き取った学生と脱落した学生に大きな偏りがなく、傾
向を見るのに適していると言える。これら二つのグループの平均得点には 10 点あまりの
開きがあり、of と聴き取った学生の得点はすべて 27 点（満点の 50％）を上回っている。
また、二つのグループの得点分布は、完全に相補的とは言えないが、重なる範囲は 6 点
と狭くなっている。なお、別の語で書き取った 3 名のうち、2 名は前置詞、1 名はつなぐ
機能をもつ and を選択しており、平均得点は of が脱落した学生より高くなっている。
 続いて、もう一つの of についても、同様の結果が得られた。
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the rate of growth 
of   35.9 点（＊〜51、データ数：10） 
-ive  35.0 点（28〜39、データ数：3、うち relative が 2、durative が 1） 
-ed   29.0 点（27〜31、データ数：2、うち delated が 1、dreaded が 1） 
is   ＊（＊、データ数：1） 
-ly   33.0 点（33、データ数：1） 
to   33.0 点（33、データ数：1） 
脱落  25.2 点（＊〜29、データ数：6） 
こちらの of でも、正しく書き取った学生と脱落した学生には、平均得点で 10 点あまり
の開きがあった。前者の得点分布は最少得点が 27 点未満でやや開きが大きいが、後者で
は最多得点がクラス全体の平均（31.6 点）を下回っている。上の of の結果と考え合わせ
ると、名詞句をつなぐ of の聴き取りの成否と習熟度には一定の相関があると考えてよさ
そうである。
 なお、ここでは of が前の語と一体化した形が 6 例見られた。そのうち、-ive と書き取
った学生は、of の音形をほぼ正確に捉えており、3 名の平均得点は 35.0 点と高くなって









するよう推奨した。また、弱い re-で始まる語（recession、動詞の research など）も取り
上げ、「弱強」の強勢パターンをもつ語について注意を促した。
 試験で用いたニュースには「弱強」の強勢パターンを持つ suggests が含まれ、次のよ
うな結果が得られた。
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suggest   31.0 点（29〜33、データ数：3） 
suggested  28.5 点（＊〜34、データ数：4） 
just    26.0 点（＊〜33、データ数：7） 
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活用語尾の違いにかかわらず、動詞の suggest を同定している学生は 17 名で、全体の約




場合が suggest、文法面が重視された場合が suggested と言えるかもしれない。ただし、
直後に続く that によって、suggests と１音節分長い suggested との識別は難しくなってい
ることが考えられる。こうした活用語尾の違いによらず、suggest を同定した学生全体と、
just として聴き取った学生の平均得点を比較すると、前者の 33.9 点に対し、後者は 26.0
点で、8 点近い開きがある。また、正しい活用語尾の suggests を書き取った学生の得点
はすべて 27 点（満点の 50％）より上に分布している。以上の結果から、語頭の弱音節
の聴き取りの成否についても、習熟度との一定の相関があると考えられる。
4-6. 不規則動詞の活用形（risen） 
 上で見た機能語や語頭の弱音節のほか、不規則動詞の活用形 risen の聴き取りでも興味
深い結果が得られた。以下で詳細を報告したい。




risen   37.3 点（27〜51、データ数：9） 
listened  39.0 点（39、データ数：1） 
present  28.3 点（＊〜31、データ数：4） 
reason   25.0 点（＊〜34、データ数：3） 
recent(ly)  28.0 点（28〜28、データ数：2） 
increasing  33.0 点（33、データ数：1） 
（このほか、risen の音形と大きく異なる raised、regiment、increased、been が各 1 名） 
※present や recent の語末の[t]と listened の-ed は、risen の直後の to の音声を取り込んで
いると考えられる。




上の三つを合わせた 14 名と下の三つを合わせた 6 名の平均得点を算出すると、前者が
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